



































る。すべてイタリアのフィレンツェの Franco Cesati Editore社から出版されている。
2009年 に、An Etymological Dictionary for Reading Dante’s De Vulgari Eloquentia, 
2010年 に An Etymological Dictionary for Reading Boccaccio’s Filostrato, 2011年 に
An Etymological Dictionary for Reading Boccaccio’s Teseida、という具合に、最近3







ソン （42.195 km） の国内陸連公認レースで125回完走 （東京国際マラソン・別府大分
毎日マラソン出場）なさり、自己ベスト記録は2時間45分20秒であるという。また、
このうち70回以上はサブスリー （3時間以内の完走） だそうである。残念ながら、最
近はレースの出場は中断なさっているとうかがっているが、それでも毎朝10キロの
ジョギングで健康を維持なさっている （「いやー、最近は堕落しております！」と先
生は仰ることでしょう）。23号館5階の研究室までの階段を、軽やかでスピード感あ
ふれる「歩き」で昇り降りしていらしたのは、長年の鍛錬の賜物だったのである。
先生はご自身の研究成果を授業に生かして、多くの学生に英語語彙の源流を探り、
その語形と意味の変遷および、ギリシア語・ラテン語を始めとするヨーロッパの言語
との関係を知る楽しみを与えて下さった。英語の史的研究を目指して大学院に進んだ
学生の指導にも熱意を注がれた。
今後も、先生の増々のご活躍とご健康を心からお祈り申し上げると同時に、マラ
ソン・ランナーとしての復活を期待したい。
